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付録 A 派生機種用の性能測定結果用紙について（参考） 

 
基本性能型式と派生機種 
   本基準および本マニュアル、性能測定結果用紙は、原則として適用範囲の品目の独立部位ご

とに試験を行うことを前提に作られている。実際の製品では、ある 1 つの型式の基本性能（本

基準の指標）がまったく同じでありながら別の型式を持った製品や複数の基本性能の独立部位

が組み合わされた型式などが存在する。それらを基本性能の型式の派生機種と呼ぶ。その派生

機種の種類を表 A.1 に示す。 
   基本性能の型式の性能測定結果があれば、派生機種の試験を省略して、その派生機種の性能

測定結果用紙を作成することができる。 
 
 

派生機種の種類 説明 該当例 
①複数の独立部位を

持つ型式 
適用範囲の品目がすべて

同じである独立部位が複

数あり、それらを同時に

使用できる機器 

・複数口を持ったテーブルレンジ 
・多段式立体炊飯器 
・2 槽式のフライヤや麺ゆで器 
・2 段式のコンベクションオーブン 

②外形寸法の異なる

型式 
基本性能に影響を及ぼす

とは考えられない外形寸

法の異なる型式 

・全く同じ構成で、高さだけが異な

る卓上レンジとテーブルレンジ 

③付属品の異なる型

式 
基本性能に影響を及ぼす

とは考えられない付属品

等が異なる型式 

・給水口の左右又は有無が異なるだ

けの麺ゆで器 
・排水機能がドロー式であるかない

かの違いだけの回転釜 
・オートリフト機構付きの違いだけ

のフライヤや麺ゆで器 
（シャッター機能の有無の麺ゆで器

は、それぞれ別性能の型式となる） 
④制御関係が異なる

型式 
基本性能に影響を及ぼす

とは考えられない制御や

ソフトプログラム等が異

なる型式 

・アナログ式とデジタル式の違いだ

けの機器 
・スチームコンベクションオーブン

の単純機能タイプと高機能プログラ

ム調理タイプ 
 
 
 
 

表 A.1 派生機種の種類 
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派生機種の性能測定結果用紙の記入の仕方 
   すべての品目に関し、派生機種用の性能測定結果用紙を用意している。その用紙に型式名や

製品仕様等の情報、同一の基本性能型式名と基本性能型式との違いなど所定の必要事項を所定

の位置に記入した後、基本性能型式の試験報告書の表紙の性能の記入欄をそのままコピーし、

派生機種用の性能測定結果用紙の印刷指定されていない右側の所定の欄にそのまま貼り付けれ

ば性能試験結果が出来上がるようになっている。テーブルレンジ類（電気機器）の例を図 A.1
に示す。 

   ただし、2 槽式のフライヤや麺ゆで器および多段式の立体炊飯器に関しては、性能測定結果

用紙そのものの中で槽数または釜数を入れる欄があり、そこに槽数または釜数を入れれば、自

動的にそれぞれの性能が計算され表示されるようになっている。 
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図 A.1 派生機種用の性能測定結果用紙記入方法 
    （2 口テーブルレンジ（電気機器）の例） 
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